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Q：今まで関わられてきた海苔の生産量や質の変化をどのように感じていますか？ 

岩瀬さん：初めて 最初の 5 年ぐらいは、本当右も左も分からんくて、ただのあの周りの人の真似をして

始めたぐらいの状態でした。 で、自分で色々こうやった方がいいな、ああやった方がいいなっていって、

考えてやれるようになったのは。 初めて 7、8 年経ったぐらいからかな。その時はね。 まだあの僕は、

さっきアサリと海苔って言いましたけど、どっちかっていうと、海苔がメインでアサリは、本当に副業ぐ

らいの気持ちで、やってたので、話すのは大体海苔が中心になるんですけど、海苔だと、まだ僕始めて 10

年ぐらいの時はまだ。経営帯数っていうのかやる人は数が結構いて、で、漁場も割と混んでて、そういう

状態だったので、今と全然漁場環境が違うもんで、同じように比べることは、できないと思うけど、うん。 

もうその僕が始めた、始めた頃から平成 10 年か 15 年ぐらいまでの間のその頃と今と、比べるならもう

漁場が空いた分あの環境はいいです。 海苔も。 この数字で見る栄養塩が少ない割には、海苔もいいもの

がとれるし量も、あの昔よりは、たくさんとれます。  

土屋さん：僕もあの岩瀬さんと、同じ場所でずっと仕事してたんすけど、やっぱり岩瀬さんが言ったみた

いに人数が減ってからは、それなりに量もたくさん取れるようになったけど、まぁ昔と比べると今のが

仕事的にも楽になったしそんなところですかね。 

稲垣さん：自分はあの一色地区 でして、昔はやっぱり 200 件ぐらい、海苔をしてる家庭があったんすけ

ど、今はもう 4 件ほどになってしまった。やっぱり漁場が少なくなって漁場が空いてきたとか、多分そう

いうのもあるし。あと県の職員さんとか色々な方が、協力してくれたおかげで、その下水道のなんか、も

うちょっと栄養を海に流してもらうとか、そういうのをちょっと緩めてもらったりだとか、多分そうい

うことをしてもらったおかげで近年、凄く評価のいいのりが作れたり、皆さんに美味しいねって、凄い言

われるようになりました。   あとアサリですけど、アサリは 10 年程前までは、もう凄く。 多分豊漁

と言えるんですけど、行く度によく採れて毎日。で、この本当 2、3年ぐらいはもう全く取れなくなった

んです。 まだ理由っていうのがまだ分かってないんですけど、うーん。 あさりは全然取れないです。 

 

Q：アサリはどのような状況ですか？ 

稲垣さん：一応席は置いてんですけど、今年はもうアサリが取れなさ過ぎて漁場を止めている。そのもう

取っても、取れないし、うん。 取っても全く稼ぎにもならないんで、漁に出るとやっぱりガソリンも使

いますし、 そういう事情もあってもうあの禁漁っていうんですか。というのをしてます。 初めてのこと

ですけどね。 

建一さん：三河湾全体で獲れていない？ 

稲垣さん：知多地区の方は、なんか 7 年 5、6 年？7 年ぶりぐらいの豊漁だったっていう地区もあるんで

す。場所によって違いますね。 ここら辺は、もうほとんど取れないですね。 あの東三河の方は、多少取

れるとは聞いたことがあるんですけど、やっぱり、よくは取れないですね 

 

Q：海苔については、やる方が減ったからというのもあって、採れるようになったようなそういう形なの

かなと聞いてて思ったんですけど、そのような認識で良いですか？ 

岩瀬さん：感覚的には、そうそれが 大きいですね。 あの人数が減ってきちゃってで漁場も、空いてきた

もんで、昔みたいに混んでたら、もう全然違う状態になってたと思うけど、数が少なくなっちゃったもん

で、その分病気が出なかったり。あの栄養がなくても、それなりにあの色が、悪くならんで済んだりって
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いうようなふうに感じてるっていうのか、感覚的なものだけだけど、その数字でね、こういう風とかって

いうのが示せるわけじゃないけど、いやあの現場で仕事してて、そんな感じは、受けます。 もう全然あ

の病気の出方はね。 全然違います。 ちょっと のりが伸びてきちゃうと。 - 昔はすぐ病気が出るって

いう状態だったんだけど、今は、割とそういうこともなくてね。 その点はね。 凄く楽です。 

 

Q：昔の海と今の海の変化を感じることはありますか？ 

岩瀬さん：うんとね。 海苔はね。 大体採れ始めるのが 11 月の暮れぐらいで、で、昔は価格がどんどん

下がってっちゃって、取ってもあんまり利益がないようになっちゃうもんで、割と早くから辞めちゃっ

て、2 月の暮れとか 3 月の頭に辞める年もちょくちょくあったんだけど、やっぱその頃は、うん。 もう

ちょっと栄養があったんだと思うけど、あの 2 月、1 月の暮れとか 2月の頭ぐらいになると、こうプラン

クトンが発生しちゃってで、やっぱもう海が赤潮みたいな状態になってで、赤潮が出ちゃうと、のりより

も先にそのプランクトンの方が栄養食べるというか、栄養を吸収するのが強いもんで、プランクトンに

栄養吸われちゃって栄養がなくなって色が落ちるっていうのが、大体昔のパターンだったんだけど、今

はね。 割と、元々栄養がないもんで、プランクトンも発生しなくてもう見た目の水は、年がら年中綺麗。

年がら年中てか海苔やってる間は、割と綺麗っていう年が、ほとんどになってきました。 で、普及員の

方々が 1 週間に 1 回ずつ、どれだけ栄養があるかっていう調査をしてくれるんだけど、それも昔は、や

っぱ海苔の初めの 12 月の頭とかから 1 月の中旬ぐらいまでは結構、栄養がたくさんあった年が多かった

んだけど、今は、もう本当、もう海苔の色が保てるのが、ぎりぎりぐらいのレベルしか栄養がない。それ

がさっき言ったみたいに、漁場が空いてきたもんで、その割には見た目は悪い海苔にはなってないです

けど。浜にいて大きく違うのは、その辺かな。 あの昔は冬でも赤潮が出たけど。 もう今は、そんな年は、

もうここ何年かみ見たことがないぐらいな感じです。 

大嶋：次、土屋さんお願いします。 

土屋さん：僕が小さい頃なんか夏になると、なんかやっぱ海の水がちょっと赤くなって、なんていうのが

磯臭い匂いがしとったんすけど最近なんかあんまりそういうことが、ないかなっていう気もしてんすけ

ど、あとなんか魚の種類がね。 昔はアイナメとかいっぱいおったんすけども、最近全然見たことないも

んで、その辺が昔と今とちょっと違うんじゃないかなって、そんな気はしますけどね。 

稲垣さん：自分は感覚ですけど、まず地が、変わったなと思うことがよくあって、何て言うんすか藻って

いうんすかね。 水の中に生えてる草だとかああいうものがもう全くない、よくニュースとかでいうと、

磯焼けだとか ああいうもんだと思うんですけど。で、魚がもう全くおらんくなったりだとか、あと漁師

仲間とかいつも喋っとると害虫っていうんすか？あのなんか食べれない貝だとかヒトデだとかガンガゼ

とかいうものだとかなんかそういうものが、昔は湧かなかったのに、湧くようになったっていうのは、み

んないってますね。 

稲垣さん：そういうとこは変わったなとは思います。 

 

Q：山や川を流れて様々なものが海へ流れ着きます。海の問題は流域全員で考える必要があると思います

が、流域の方々に意識してほしいことや情報発信はありますか？ 

岩瀬さん：僕は商売としてのりを作ってる分にはその 10 年とか 15 年前と比べて今の方が、やりやすい

面もあるし、当然あの。 漁家数っていうのか全体の量が減ってきちゃって、色々あの魚とか鳥に食べら
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れるし海苔が食べられちゃうようなことも多くなってきて、手間のがかかる面も、あって、プラスの面も

ありマイナスの面もあって、トータルすれば、そう違わんかなというか、あのこんなもんかっていう感じ

ですけど、やっぱね自分で作ってて、見た目が一緒でも、やっぱ栄養のたくさんある時の海苔の方が、味

がいいような気がするもんで、できればそういう海苔を作っていきたいていう気持ちがあるもんでね、

多分一般の方は海の水が綺麗だと、これは綺麗でいいやってって思うと思うんだけど、あんまり極端に 

あの赤潮が湧いちゃったりとか汚いっていうのも良くないと思うけど、プランクトンが湧くっていうの

も、こう自然の循環の中の 1 つの流れだと思う。もんで、その辺はあまりあの赤潮が出ちゃった、で、こ

れはいかんこれいかんって言って大騒ぎするんじゃなくて、ある程度それも、1つの流れの中のものかな

と捉えてもらってあの 5年ぐらい前かな。 あのそれぐらいから下水の方で、ちょっと、リンとか窒素の

出す量を緩めて、やってもらってるって話を、聞いてるんですけど、やっぱり、あのあれをやりだしてか

ら劇的に変わったってことはないけど、何となく問屋さんの評判も、いいような気がするし、自分で食べ

てても、 何となく海苔も 味がいいのかなっていう、いやちょっと先入観があるもんで、そういう 風に

思っちゃうのかもしれんけど、そんな気もするもんでやっぱり、水が綺麗で透明なのがいい。いいってい

うだけじゃなくて、ある程度こう自然のサイクルをもうちょっと取り戻せるようなことをしていただけ

ると、もうちょっと良くなるじゃないかなっていう気はしてます。 で、そういうのにやっぱあの一般の

人の理解があると、多分行政の方も、やりやすくなると思うんで、その辺をあの漁業に関係のない人で

も、そういうこともあるんだなっていうのを、ちょっとあの頭の隅に置いてもらえるといいかなと思い

ます。 

大嶋：じゃあすいません。 さっきの続きで、そういう市民の人とかになんかあの 

土屋さん：僕海苔取ってんすけど、海苔網にレジ袋とかなんか、そういうゴミがいっぱい引っかかっとる

ことがあるんですよ。 で、誰が流すじゃないすけど、今マイクロプラスチックの問題も色々あるみたい

なもんで、そういうことをちょっと気にしてもらえるとありがたいなと思います。 

稲垣さん：今日もそうですけど、やっぱり暑い時に海で泳いだりとか、多分みんなしたいと思うんですけ

ど、やっぱり海は、やっぱ綺麗なもんでなんか泳ぎたくなるとかですけど、やっぱりあの海の魚だとか貝

ももちろんですけど、海苔でもそうですけど、やっぱり、ちょっと汚れとったり濁った色の方が栄養があ

りますので、そんなにみんな嫌な顔せず、凄い濁ってると栄養があっていい海だなって思ってほしいで

すね。 

 


